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はじめに

現代、とりわけコロナ禍以降、これからは

どのような社会体制が望ましいのかという問

題が日常的に問われている。ベルリンの壁崩

壊以降、世界は新自由主義で覆われたように

見えた。しかし現在では経済格差の拡大、自

然環境の悪化など新自由主義のもたらす欠

陥があらわになってきた。経済成長一本鈴の

資本主義のあり方が問題とされ、再分配に留

意する「新しい資本主義」の政策化なども提

唱されている。このような世界情勢のなか

で、協同組合に対してもどのような経済体制

を目指すべきかという問題が提起されてい

る。

国際協同組合同盟（ICA）は、「協同組合

のアイデンティ」の再検討を始めた。とりわ

け協同組合の定義と価値と原則をどのように

改定すべきか（あるいは、すべきでないか）

という問題が審議のポイントとされてい

る（注1）。

「協同組合の原則をどのように改定すべき

か」という問題を検討するためには、まず

もって、その判断の基準、すなわち、協同組

合が現在どのような社会で活動し、将来どの

ような社会を目指しているのかという、より

基本的な問題が明らかにされる必要があろ

う。

協同組合の原則は、時代の変化に応じて変

化してきた。現代は、地球の存亡が問われる

ほどの激動の時代である。その激動の時代に

おいて協同組合の原則はどのように改良され

るべきなのであろうか。

社会のあり方を大きく規定するのは、経済

のあり方である。現代社会にふさわしい経済

のあり方はどのようなものか。そして、その

ような経済システムのなかで協同組合はどの

ような位置を占め、どのような役割を果たす

のであろうか。

本稿の目的は、最近世界的に注目を集めて

いる「社会的連帯経済」（sociaLandsolidarity

economy．略称はSSE）という経済のあり方

を検討することによって、これらの問題を考

察することである。

（注l）武田俊裕（2022）「協同組合のアイデンティティに関するICA声明の再検討に向けて」『共済総合研究』84

号（2022年3月）、参照。
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